
 　 多くの保護者が「子どものメールやインターネットの利用時間が

長くなると、成績が下がるのではないか」と心配しているという声を

聞きます。たしかにメールやインターネットの利用時間が長くなるこ

とによって、勉強時間や睡眠時間が短くなり、それが間接的に学習に

マイナスの影響を与えているということは考えられます。

  しかし今の子どもたちは、生活面だけでなく学習面でもメールやイ

ンターネットを活用し、さまざまな情報交換をしています。勉強中に

全くスマートフォンや携帯を利用させないことは、かえって子どもの

成長や学習の面でマイナスの影響を与えるかもしれません。

　「適切な使い方」といったことがよく言われますが、そもそも今の子ど

もたちは学習の際にどのような機能を利用しているのでしょうか。そし

てその利用行動が学習に与える影響はどの程度のものなのでしょうか。

　この章では、以上のような不安や疑問についてデータをみながら

考えていきます。
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インターネットの利用時間は成績層で違う？

学習の時にインターネットや
メールで何をしている？

学習時のメディア利用と成績の関係は？

何をしながら勉強している？
－学習時の「ながら行動」の実態－

学習時の「ながら行動」と成績の関係は？

「普段の学習スタイル」が
メディア利用に与える影響

学習とメディア利用



インターネットやメールの利用時間と成績の間に相関あり。

インターネットやメールの利用時間の長さと成績はどのような関係にあるのだろうか。その結果を成績別にみたもの

が、以下のグラフ（図24）である。中学生の結果をみると、成績上中位層は「1時間くらい」でもっとも比率が高くなるの

に対し、成績下位層は「4時間以上」でもっとも比率が高い。全体的に成績が高い生徒ほど、メディア利用時間が短い傾

向がみられる。この傾向は高校生の結果でも同様で、成績上位の生徒が多い進学校で、メディアの利用時間が短く、進

路多様校で利用時間が長い。

3-1 インターネットの利用時間は成績層で違う？

図.24　1日あたりのメディア利用時間（インターネットやメールをする合計時間）と
　　　  成績の関係（学校段階別）

Q あなたは平日にインターネットやメールをどれくらいしていますか。

成績上位（988）

成績中位（734）

成績下位（991）

10.0

7.423.323.421.013.111.6

5.317.916.920.615.823.1

22.424.421.011.710.4

［%］

進学校（2,485）

中堅校（1,677）

進路多様校（1,908）

24.533.123.910.17.0

［%］

0.1

20.627.021.215.313.5 0.22.3

1.2

9.916.920.218.931.7 0.5

1.9

注1） グラフでは調査項目「15分くらい」「30分くらい」を「30分以下」として、
　　 「4時間くらい」「5時間くらい」「5時間より多い」を「4時間以上」にまとめて掲載している。
注2） 高校生の成績は、入学した高校の学科や入学時の生徒の学力水準によって大きく異なると考えられる。
　　  そこで学校が公開している進学状況を参考に、高校を「進学校」「中堅校」「進路多様校」の３つのタイプに区分した。

中学生

高校生

全 体

0.1

0.3

0.4

しない30分以下1時間くらい2時間くらい3時間くらい4時間以上 無回答

しない
30分以下1時間くらい2時間くらい3時間くらい4時間以上 無回答
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21.3
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図.25　学習時のインターネットやメールの利用内容

注） 数値は「よくある」＋「ときどきある」の％。　

高校生の5割が学習中に
「メールやチャットで友だちにわからないところを質問する」。
中高生は学習時にインターネットやメールを使って何をしているのだろうか。中学生の上位3つは「英語や国語、古典の

辞書を使う（電子辞書は除く） 」（45.6%）、「調べ学習やレポートをまとめるために情報収集をする」（30.2％）、「メール

やチャットで友だちにわからないところを質問する」(26.4%）である。高校生も上位３つの内容は中学生と変わらない。

しかし「メールやチャットで友だちにわからないところを質問する」（48.3％）や「授業のノートや定期テストの過去問題

を友だちと交換する」（27.2％）で20ポイント前後の増加がみられる。

3-2 学習の時にインターネットやメールで何をしている？

［%］
0 10 20 30 40 50

英語や国語、古典の辞書を使う
（電子辞書は除く）

英語のリスニング、発音を聞く

アプリで単語や用語を覚える

塾や予備校の
講義授業の動画をみる

動画サイトにある
無料の講義授業の動画をみる

インターネット上にある無料の
練習問題や試験対策問題を解く

インターネット上の質問サイトに
わからないことを質問する

メールやチャットで友だちに
わからないところを質問する

授業のノートや定期テストの
過去問題を友だちと交換する

調べ学習やレポートを
まとめるために情報収集をする

学習の計画を立てたり
学習のスケジュールを管理する

効果的な勉強の仕方を調べる

［%］
0 10 20 30 40 50

Q あなたは、勉強する時にインターネットやメールを使って次のようなことをしますか。

中学生 高校生

全 体
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図.26　学習時のインターネットやメールの利用内容 （成績別）

■ 成績上位
■ 成績中位
■ 成績下位   

注1） 数値は「よくある」＋「ときどきある」の％。
注2） 高校生の成績は、入学した高校の学科や入学時の生徒の学力水準によって大きく異なると考えられる。
　　 そこで学校が公開している進学状況を参考に、高校を「進学校」「中堅校」「進路多様校」の３つのタイプに区分した。

成績上位層はもちろん、成績中下位層でも、
さまざまな形で学習時にメディアを利用している。
成績によって学習時のインターネットやメールの利用内容に違いはあるのだろうか。図26はその結果を示したものであ

る。中高生ともに「調べ学習やレポートをまとめるために情報収集をする」において成績による利用率の差がみられる

が、全体的な利用傾向をみるかぎり、成績層で体系的な違いはみられない。成績上位層はもちろん、成績中下位層でも

さまざまな形で学習時にメディアを利用している。

塾や予備校の
講義授業の動画をみる

動画サイトにある
無料の講義授業の動画をみる

英語や国語、古典の辞書を使う
（電子辞書は除く）

英語のリスニング、発音を聞く

アプリで単語や用語を覚える

インターネット上にある無料の
練習問題や試験対策問題を解く

インターネット上の質問サイトに
わからないことを質問する

メールやチャットで友だちに
わからないところを質問する

授業のノートや定期テストの
過去問題を友だちと交換する

調べ学習やレポートを
まとめるために情報収集をする

学習の計画を立てたり
学習のスケジュールを管理する

効果的な勉強の仕方を調べる
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Q あなたは、勉強する時にインターネットやメールを使って次のようなことをしますか。

中学生 高校生

全 体

3-3 学習時のメディア利用と成績の関係は？

■ 進学校 
■ 中堅校
■ 進路多様校
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43.8

53.5

19.8

18.2

24.3

23.5

図.27　学習時の「ながら行動」

注） 数値は「該当者」の％。　

中学生の５割、高校生の７割が、
「携帯音楽プレーヤーやスマートフォンなどで音楽を聴きながら」勉強。
中高生の学習時の「ながら行動」（並行行動）の実態はどのようなものだろうか。その全体傾向を示したものが図27であ

る。中高生で共通して比率が高いのは「携帯音楽プレーヤーやスマートフォンなどで音楽を聴きながら（動画サイトは除

く）」で中学生53.5%、高校生69.2%。次に「テレビを見ながら、聞きながら」が4割前後、さらに「メールやチャット

（LINEなど）を書きながら（返事を出す場合も含む）」が中学生で24.3%、高校生で37.5%と続いている。

3-4 何をしながら勉強している？ －学習時の「ながら行動」の実態－

Q あなたは、家で、次のようなことをしながら勉強をすることがありますか。

中学生

37.3

69.2

23.0

31.3

37.5

14.4

0 20 40
［%］

8060 0 20 40
［%］

8060

高校生

テレビを見ながら、聞きながら

携帯音楽プレーヤーや
スマートフォンなどで
音楽を聴きながら
（動画サイトは除く）

インターネットの
動画サイトを見ながら
（動画サイトで音楽を

聴く場合も含む）

チャット（LINEなど）や
SNSサイト

（Facebookやmixiなど）を
見ながら

メールやチャット
（LINEなど）を
書きながら

（返事を出す場合も含む）

あてはまるものはない

全 体
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図.28　学習時の「ながら行動」 （成績別）

■ 成績上位（1,111）

■ 成績中位（834）

■ 成績下位（1,143）   

成績下位層で「コミュニケーション系ながら行動」の比率が高い。

中高生の学習時の「ながら行動」は成績とどのような関係にあるのだろうか。図28はその傾向を成績別にみたものであ

る。中高生ともに成績中上位層と比べ、成績下位層で「チャット（LINEなど）やSNSサイト（Facebookやmixiなど）を

見ながら」「メールやチャットを書きながら」（コミュニケーション系ながら行動）の比率が高い。一方、「携帯音楽プレー

ヤーやスマートフォンなどで音楽を聴きながら（動画サイトは除く）」「インターネットの動画サイトを見ながら（動画サイ

トで音楽を聴く場合も含む）」（音楽視聴系ながら行動）では成績による差がみられない。
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Q あなたは、家で、次のようなことをしながら勉強をすることがありますか。

注） 数値は「該当者」の％。　
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3-5 学習時の「ながら行動」と成績の関係は？

■ 進学校（2,551） 

■ 中堅校（1,738）

■ 進路多様校（1,976）

音楽
視聴系
ながら
行動
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自力志向自力志向

　右のグラフは、自力志向の高低別に、学習時における高

校生のメディア利用の違いをみたものである。結果をみる

と、自力志向の高い学習スタイルの生徒は、自力志向の低

い学習スタイルの生徒に比べ、「調べ学習やレポートをまと

めるために情報収集をする」「効果的な勉強の仕方を調べ

る」「英語のリスニング、発音を聞く」で利用率が高くなって

いる。自力志向の高い学習スタイルの生徒は、どちらかとい

うと自分の学習を効果的に進めるための補完的なツールと

してメディアを利用する傾向がみられる。

　「普段の学習スタイル」によってメディア利用はどれくら

い違うのだろうか。普段の学習スタイルを代表する項目とし

て「わからないところはまず自分で考える」（自力志向）、

「わからないところはすぐに誰かに教えてもらう」（他力志

向）、「テスト前には要点が簡単にまとめられた市販の教材

で勉強する」（要領志向）の3項目を使用し、スタイルごとの

メディア利用の特徴をみてみよう。なお、分析には、中学生

に比べ、よりインターネットやメールの利用率が高い高校生

のデータを使用した。

「勉強は自分の力でやる。メディアはあくまで「勉強は自分の力でやる。メディアはあくまで

 効果的に利用し、自分の勉強を補完するもの効果的に利用し、自分の勉強を補完するもの！」

■ 自力志向の高低別　学習時のメディア利用

49.7
44.3

英語や国語、古典の辞書を使う
（電子辞書は除く）

注1） 「普段の学習スタイル」の代表項目の抽出にあたっては、
　　 まず探索的因子分析を行い、抽出した3つの因子について、
　　  それぞれもっとも因子負荷量の高い項目を選んだ。
注2） 数値は「よくある」＋「ときどきある」の％。

29.7
18.8

英語のリスニング、発音を聞く

21.6
20.5

アプリで単語や用語を覚える

10.7
6.5

塾や予備校の
講義授業の動画をみる

9.4
5.9

動画サイトにある無料の
講義授業の動画をみる

9.0
5.9

インターネット上にある無料の
練習問題や試験対策問題を解く

28.1
20.8効果的な勉強の仕方を調べる

6.7
5.2

インターネット上の質問サイトに
わからないことを質問する

48.4
47.8

メールやチャットで友だちに
わからないところを質問する

28.3
23.9

授業のノートや定期テストの
過去問題を友だちと交換する

48.6
34.4

調べ学習やレポートを
まとめるために情報収集をする

16.2
10.8

学習の計画を立てたり
学習のスケジュールを管理する

［%］
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「普段の学習スタイスタイル」が
 メディア利用に与える影響る影響

ここまで成績による学習時のメディア利用の違いをみてきた。ここまで成績による学習時のメディア利用の違いをみてきた。

しかしメディア利用に影響を与える要因はその他にもあるだろう。しかしメディア利用に影響を与える要因はその他にもあるだろう。

ここでは、中高生の「普段の学習スタイル」（学習行動・学習に対する考え方等）によってここでは、中高生の「普段の学習スタイル」（学習行動・学習に対する考え方等）によって

メディア利用にどのような違いがあるかをみてみよう。メディア利用にどのような違いがあるかをみてみよう。

■自力志向   高い    ■自力志向   低い

column
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　以上、高校生の「普段の学習スタイル」と学習時のメディア利用の関連をみてきた。その結果、普段どのような学習に対する意識

や行動をとっているかによって、学習の際のメディア利用の内容や利用率に差があることが明らかになった。

　この結果は、見方を変えると、高校生の普段の学習スタイルやそれに基づく学習行動が、メディアの利用によって促進、強化され

ているようにもみえる。大事なのは、メディアの利用の仕方だ。もともと持っている学習スタイルが自律的で、それを強化するメディ

アの使い方になっていればよいが、普段の学習スタイルが依存的で、「とにかく友だちに質問して教えてもらえばよい」といった思考

を深めない使い方で留まっているのだとすれば課題が残る。メディアの利用について「適切な使い方」が叫ばれているが、それは単

に大人の「健全」や「有害」の認識に基づいて、どう規制するかを検討するだけでなく、メディアの効果的な使い方や、どのような意識

や考え方の下に利用しているかを中高生自身にいかに考えさせるかといった観点からも、もっと検討がなされるべきではないか。

ベネッセ教育総合研究所　佐藤昭宏

他力志向他力志向

　つづいて、他力志向の高低別に、学習時におけるメディ

ア利用の実態をみてみよう。他力志向の高い学習スタイル

の生徒は、他力志向の低い学習スタイルの生徒に比べ 

「メールやチャットで友だちにわからないところを質問す

る」の利用率が10ポイント以上高い。また、「アプリで単語

や用語を覚える」といった項目でも利用率に差がみられ

る。他力志向の高い学習スタイルの生徒は、補完的にツー

ルを利用するというよりは、友だちからの情報やアプリに

頼った学習をしている可能性がうかがえる。

「わからないところは、チャッ「わからないところは、チャットですぐすぐに質問。質問。

 勉強はできるかぎりできるかぎり省エネエネ！」

要領志向要領志向

　最後は要領志向の高低別のメディア利用実態である。

「メールやチャットで友だちにわからないところを質問す

る」の項目を除くすべての項目において、5ポイント以上

の利用率の差がみられる。要領志向の高い学習スタイル

の生徒は、何か特定のツールや機能を利用するというより

は、できるだけ効率的に勉強したいという意識からか、便

利なものは積極的に学習に取り入れ、利用しようとする傾

向がみられる。

「便利なツー便利なツールや機能はどんどん取り入れてどんどん取り入れて

  効率的に勉強！」効率的に勉強！」

■ 他力志向の高低別　学習時のメディア利用

51.3
46.3

英語や国語、古典の辞書を使う
（電子辞書は除く）

28.1
26.2

英語のリスニング、発音を聞く

24.9
18.9

アプリで単語や用語を覚える

10.9
8.8

塾や予備校の
講義授業の動画をみる

10.0
7.5

動画サイトにある無料の
講義授業の動画をみる

塾や予備校の
講義授業の動画をみる

動画サイトにある無料の
講義授業の動画をみる

9.3
7.5

インターネット上にある無料の
練習問題や試験対策問題を解く

28.8
24.5効果的な勉強の仕方を調べる

8.6
4.7

インターネット上の質問サイトに
わからないことを質問する

56.2
42.9

メールやチャットで友だちに
わからないところを質問する

29.2
25.8

授業のノートや定期テストの
過去問題を友だちと交換する

43.0
46.4

調べ学習やレポートを
まとめるために情報収集をする

17.8
12.8

学習の計画を立てたり
学習のスケジュールを管理する

［%］
0 10 20 30 40 50 60

■ 要領志向の高低別　学習時のメディア利用

56.6
47.1

英語や国語、古典の辞書を使う
（電子辞書は除く）

44.1
24.3

英語のリスニング、発音を聞く

38.0
18.8

アプリで単語や用語を覚える

24.0
7.5

21.9
6.5

23.4
5.9

インターネット上にある無料の
練習問題や試験対策問題を解く

41.7
24.0効果的な勉強の仕方を調べる

17.0
4.7

インターネット上の質問サイトに
わからないことを質問する

49.9
48.1

メールやチャットで友だちに
わからないところを質問する

37.2
25.7

授業のノートや定期テストの
過去問題を友だちと交換する

53.2
43.8

調べ学習やレポートを
まとめるために情報収集をする

30.2
12.5

学習の計画を立てたり
学習のスケジュールを管理する

［%］
0 10 20 30 40 50 60

■他力志向   高い   ■他力志向   低い ■要領志向   高い   ■要領志向   低い
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